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【目的】 

近年、わが国では薬局薬剤師の業務はかかりつけ薬剤師機能をはじめ、健

康サポート機能や高度薬学管理機能などさまざまな役割が求められている。

調剤業務においても対物業務から対人業務へとシフトしている。薬局薬剤

師が、地域のチーム医療の一員として処方支援を行える業務の一つとして

トレーシングレポートがある。今回当薬局においてトレーシングレポート

の内容を調査したので報告する。 

【方法】 

長野県に所在する当グループ３店舗のトレーシングレポートを後ろ向きに

調査 

調査期間：2018 年 6月 1 日～11 月 15 日 

対象：長野県にある当薬局の長野柳原店、長野上松店、及びヨシダ薬局の

３店舗 



調査内容：トレーシングレポートの枚数、患者数、かかりつけ薬剤師の有

無、トレーシングレポートの記載内容 

【結果】 

トレーシングレポートは 19 件であった。トレーシングレポートの内容(複

数記載あり)は、薬剤中止・減量の提案 12 件、有害事象報告 5件、薬剤変

更・追加 3件、検査提案 1件、過量服用 1件、残薬報告 1件であった。記

載内容例として、腎機能低下患者のカリウム値上昇に対して、ポリスチレ

ンスルホン酸カルシウムの追加と併用している ACE 阻害剤によるカリウム

上昇の可能性を報告した。 

【考察】 

薬局薬剤師が患者の状況から薬学的支援を行うために、トレーシングレポ

ートによる報告は有用であったと考える。薬局薬剤師が薬学的支援を行う

ために必要なことは、検査値の読み取り、患者の治療経過、各種ガイドラ

イン・文献の確認、患者・医師とのコミュニケーション能力であると考え

る。現在、病院を中心にトレーシングレポートの活用が報告されているが、

かかりつけ医と保険薬局の積極的な活用報告はまだまだ少ない。今後、薬

局薬剤師がかかりつけ機能を発揮するためにも、薬学的支援を行うため、

トレーシングレポートの活用は重要と考える。 

 


